
　

内
子
町
に
は
現
在
５
カ
所
に
屋
根

付
き
橋
が
架
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

時
代
の
流
れ
の
中
で
失
わ
れ
る
も

の
が
多
い
中
、
地
域
の
人
た
ち
の
意

思
で
守
ら
れ
、
継
承
さ
れ
て
い
る
屋

根
付
き
橋
―
―
。

　

11
月
下
旬
、
河
内
地
区
の
田
丸
橋

と
石
畳
地
区
の
弓
削
神
社
太
鼓
橋
の

2
橋
の
屋
根
が
、
８
年
ぶ
り
に
葺
き

替
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

橋
を
守
る
地
域
の
人
た
ち
の
姿

が
、
私
た
ち
が
失
い
か
け
て
い
る
大

切
な「
心
」
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ

ま
す
。

屋
根
付
き
橋
の
あ
る
風
景

特集



の
橋
を
架
け
る
た
め
に
撤
去
さ

れ
、
そ
の
姿
を
消
し
ま
し
た
。

　

唯
一
の
生
活
橋
と
な
っ
た
田
丸

橋
を
残
す
た
め
住
民
８
人
が
立
ち

上
が
り
、
田
丸
橋
保
存
会（
上
田

利と
し
ゆ
き幸
代
表
）
を
結
成
。
昭
和
57
年

に
ト
タ
ン
屋
根
を
元
の
杉
皮
に
葺

き
替
え
、
失
っ
て
い
た
風
景
と
価

値
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。
同
年
、

田
丸
橋
は
町
の
有
形
文
化
財
に
指

定
さ
れ
、
今
も
保
存
会
に
よ
り
大

切
に
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
屋
根
が
あ
る
の
か

　

木
橋
の
寿
命
は
普
通
20
年
と
い

◉
田
丸
橋
の
歴
史

昭
和

18  

大
洪
水
に
よ
り
土
橋
を
流
失

19  

木
造
の
屋
根
付
き
橋
を
建
設

40

屋
根
部
分
を
杉
皮
か
ら
ト
タ
ン
屋

根
に
葺
き
替
え
る

57

杉
皮
の
屋
根
に
復
元

内
子
町
有
形
文
化
財
に
指
定

58

田
丸
橋
保
存
会
を
正
式
発
足

63

杉
皮
の
葺
き
替
え

橋
元
の
排
水
溝
の
設
置

平
成

8

橋
脚
の
差
し
替
え

杉
皮
の
葺
き
替
え

17

杉
皮
の
葺
き
替
え

１２

　

時
代
の
流
れ
中
で
姿
を
消
し
て
い
っ
た
屋
根
付
き
橋
―
―
。

　

生
活
と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
屋
根
付
き
橋
は
、

　

ふ
る
さ
と
の
風
景
と
し
て
人
々
の
心
に
浮
か
び
ま
す
。

　

麓
川
に
残
る
田
丸
橋
の
歴
史
と
橋
を
守
る
人
た
ち
の
姿
を
紹
介
し
ま
す
。

田
丸
橋

［特集］  屋根付き橋のある風景

屋根付き橋で昼ご飯を食べたり、雑
談をしたりする人たち。農作業の合
間の休憩場所になったいた

わ
れ
て
い
ま
す
。
田
丸
橋
が
築
70

年
に
な
る
こ
と
か
ら
、
屋
根
を
つ

け
る
こ
と
で
寿
命
が
延
び
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
屋
根

を
付
け
た
こ
と
で
用
途
が
増
え
、

人
々
の
暮
ら
し
と
の
関
わ
り
が
深

く
な
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
ま

す
。
田
丸
橋
は
屋
根
が
あ
る
こ
と

で
、
人
が
集
い
、
地
域
に
親
し
ま

れ
る
橋
に
な
っ
た
の
で
す
。

８
年
ぶ
り
の
屋
根
の
葺
き
替
え

　

霧
が
立
ち
込
め
る
11
月
17
日
の

早
朝
、
田
丸
橋
保
存
会
の
８
年
ぶ

り
と
な
る
屋
根
の
葺
き
替
え
作
業

が
始
ま
り
ま
し
た
。
保
存
会
の
高

齢
化
に
よ
り
、
単
独
で
橋
を
管
理

す
る
こ
と
が
難
し
く
、
今
回
初
め

て
河
内
自
治
会
の
協
力
を
得
て
作

業
を
行
い
ま
し
た
。
保
存
会
事
務

局
の
久
保
義よ

し
お雄

さ
ん
は「
失
い
か

け
た
原
風
景
を
残
す
と
い
う
価
値

観
を
、
自
治
会
と
共
有
で
き
て
う

れ
し
い
。
大
工
や
足
場
を
組
む
職

人
な
ど
が
多
く
、
技
術
は
継
承
で

き
て
い
る
。
親
が
守
っ
て
き
た
も

の
を
守
る
と
い
う『
心
』
を
次
の

世
代
に
伝
え
た
い
」と
話
し
ま
す
。

　

屋
根
を
新
調
し
た
田
丸
橋
が
ま

た
、
人
々
の
生
活
の
歴
史
を
刻
み

始
め
ま
す
。

橋の上でホタルを鑑賞している光景。
川遊びや夕涼みなど地域の人たちが
集まる場所だった

山で焼いた木炭を一時的に保管する
倉庫として使われていた。たくさん
の炭俵が並べられている

昭和40年頃はトタン屋根だった田丸橋

唯
一
残
っ
た
生
活
橋

　

麓
川
に
は
多
く
の
土
橋
や
屋
根

付
き
橋
が
あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和

18
年
の
水
害
に
よ
り
大
半
が
流

出
。
残
っ
た
橋
や
再
建
さ
れ
た
屋

根
付
き
橋
も
生
活
様
式
の
変
化
な

ど
に
よ
り
取
り
壊
さ
れ
、
新
し
い

橋
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
50
年
代
ま
で「
元
袋
口
橋
」

と
い
う
屋
根
付
き
橋
が
残
っ
て
い

ま
し
た
。
橋
の
上
流
に
あ
る
西
井

手
堰せ

き

と
屋
根
付
き
橋
と
が
素
晴
ら

し
い
景
観
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た

が
、
橋
げ
た
の
腐
食
も
あ
り
、
車

社
会
に
対
応
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト

６ ５

1_古い杉皮を剥ぐ作業。川から屋根までの高さは８㍍以上ある上、コケの生えた杉皮は滑りやすいため慎重に作業を進める。足場の設置は参
加した４人の地元大工が担当。当日までに１日かけて設置した　2_屋根の防水材を貼った上に杉皮を敷き並べる　3_450㍉× 900㍉の大きさ
の杉皮を約600枚使用　4_敷き並べた杉皮を竹で押さえる。丈夫な孟宗竹を使用　5_木材の腐食を防ぎ、長持ちをさせるため防腐剤を塗る　
6_昼は屋根の下で弁当を食べながら休憩。昔と変わらない風景

昭和50年代まで残っていた元袋口橋。麦など
が干され、人と橋との関わりを垣間見る

田丸橋データ

所在地：内子町河内
管理者：田丸橋保存会
構造：木造、方杖式
再建年：昭和19年
橋の長さ：14.08㍍
幅員：2.09㍍
高さ：2.86㍍
文化財指定など：内子
町有形文化財、土木学
会選奨土木遺産

４ ３

［特集］  屋根付き橋のある風景

人
々
の
暮
ら
し
を
語
る
生
活
橋
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◉
弓
削
神
社
太
鼓
橋
の
歴
史

応
永

3  

弓
削
神
社
の
創
建（
１
３
９
６
年
）

明
治

30  

現
在
の
社
殿
に
改
築

昭
和

26

橋
の
修
繕

37

橋
脚
な
ど
の
掛
け
替
え

町
の
名
勝
に
指
定

53

樹
齢
３
０
０
年
以
上
の
松
が
枯
死

58

橋
の
修
繕

平
成

7

屋
根
の
葺
き
替
え

17

橋
脚
の
一
部
を
掛
け
替
え

屋
根
の
葺
き
替
え

　　

い
に
し
え
か
ら
守
ら
れ
て
き
た
、

　

神
社
と
橋
と
日
参
ま
い
り
―
―
。

樹齢300年以上の松があった昭和50年頃

弓削神社太鼓橋データ

所在地：内子町石畳
管理者：弓削神社
構造：木造、桁橋
再建年：不明
橋の長さ：22.05㍍
幅員：1.58㍍
高さ：2.50㍍
文化財指定など：町の
名勝（境内）

平成17年の橋脚を掛け替えたときの様子
1_池干しを行い、泥を掘っての作業。機械が入れないので、基礎までの２㍍程
の深さを人が堀る。橋を支えている基礎の松は状態が良く、そのまま使った。
2_レッカーで橋を持ち上げながら橋脚を替える大掛かりな作業

福本さんの描いた弓削神社太鼓橋の絵

　弓削神社太鼓橋の近くに住んでい
ます。神社の裏にある大きな木で友
達と遊んだりして親しみがあるの
で、絵を描こうと思いました。橋が
カーブしていて上手に描くのが難し
いですが、古い感じがして好きなと
ころです。
　神社の近くに「しらひげ様」とい
う白いタヌキが住んでいて、地域を
守ってくれているという話がありま
す。しらひげ様と地域の人たちが大
切にしている場所なので、ずっと守
りたい風景です。

　

太
鼓
橋
の
屋
根
は
杉
皮
葺
き
で

棟
は
孟
宗
竹
、
橋
脚
に
は
栗
の
丸

太
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
屋
根
は

８
～
10
年
、
橋
脚
は
数
十
年
に
1

度
は
修
繕
が
必
要
で
す
。
住
民
の

手
に
よ
っ
て
昔
か
ら
守
ら
れ
て
き

た
境
内
は
、
昭
和
37
年
に
町
の
名

勝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

田
丸
橋
と
同
じ
く
８
年
ぶ
り
と

な
る
屋
根
の
葺
き
替
え
は
11
月

23
・
24
の
両
日
、
地
域
総
出
の
延

べ
約
50
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
指
揮
を
執
っ
た
亀
田
強つ

よ
しさ

ん
は「
地
域
の
協
力
で
大
変
な
作

業
を
円
滑
に
で
き
た
。
橋
脚
が
悪

く
な
っ
て
い
る
の
で
次
は
掛
け
替

え
が
必
要
。
後
継
者
が
少
な
い
こ

と
、
栗
の
丸
太
が
な
い
こ
と
が
心

配
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

地
域
を
つ
な
ぐ
日
参
ま
い
り

　

屋
根
の
葺
き
替
え
作
業
に
大
勢

の
住
民
が
参
加
す
る
石
畳
９
区
。

古
く
か
ら
住
民
を
つ
な
ぐ「
日
参

ま
い
り
」と
い
う
習
俗
が
あ
る
そ

う
で
す
。
日
参
旗
と
い
う
旗
が

回
っ
て
き
た
ら
弓
削
神
社
に
お
参

り
し
、
終
わ
っ
た
ら
次
の
家
に
旗

を
回
し
て「
五
穀
豊
穣
と
家
内
安

全
」
を
祈
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

地
域
の
心
づ
く
り
が
、
人
の
つ
な

が
り
を
強
く
し
、
橋
を
守
り
続
け

る
力
に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

昔
か
ら
守
ら
れ
て
き
た
神
社
橋

　
弓
削
神
社
の
創
建
は
応
永
３
年

（
１
３
９
６
年
）と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
神
社
に
は
池
が
あ
り
、
こ

の
池
を
渡
る
た
め
に
屋
根
付
き
橋

が
架
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
元
で

「
太
鼓
橋
」と
呼
ば
れ
、
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
が
、
い
つ
架
け
ら
れ
た

か
は
不
詳
で
す
。

　

神
社
と
橋
は
石
畳
９
区
の
住
民

で
構
成
さ
れ
た
、「
弓
削
神
社
氏

子
」に
よ
っ
て
管
理
や
修
理
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。　

１２

４

2

３

1

福本鈴
り ん

音さん（石畳小６年）＝石畳９＝

1_弓削神社太鼓橋を渡り神社に向かう「日参まいり」の光景　2_屋根の葺き替え作業が終
わり、新しくなった橋に紅葉が映える　3_孟宗竹の「油抜き」をして余分な水分や油を取
ると、虫が付きにくくなるなど長持ちするようになる　4_棟になる竹の先端を切り完成。
少し竹が上向きになるのが格好がいい。今回も良い竹を見つけることができた

松山市へ

大洲市へ

中
山
川

小田川

56

379

松
山
自
動
車
道

久万高原町へ
243

〒

JR 五十崎駅

JR 内子駅

「下河内」

「石畳の宿」

田丸橋

ツーリストファーム
百楽園

ＪＡ満穂取扱所農村活性化センター

つり堀はる那へ
ＪＲ伊予立川駅

石畳小学校
満穂郵便局 そば処石畳むら

石畳の宿

石畳清流園

弓削神社太鼓橋

愛媛ゴルフクラブへ

麓
川

―　田丸橋・弓削神社アクセスマップ　―

人
々
の
心
を
つ
な
げ
る
神
社
橋

弓
削
神
社

　

太
鼓
橋

弓
削
神
社
太
鼓
橋
を
描
い
て

「
内
子
町
を
描
こ
う
写
生
展
」

で
入
選
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地
域
と
先
人
を
思
う
心

　

石
畳
９
区
で
継
承
さ
れ
て
い
る

「
日
参
ま
い
り
」も
、
か
つ
て
は
日

本
各
地
の
集
落
で
行
わ
れ
て
い
た

そ
う
で
す
。
私
た
ち
は
利
便
性
や

経
済
性
を
追
求
す
る
た
め
、
知
ら

な
い
間
に
多
く
の
伝
統
文
化
や
貴

重
な
景
観
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
人
と
人
と
の
心
の
距
離
を
近

く
す
る
何
か
を
、
同
時
に
失
っ
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
度

失
っ
た
も
の
は
簡
単
に
は
戻
り
ま

せ
ん
。
屋
根
付
き
橋
を
守
る
人
た

ち
の
よ
う
に
、
地
域
や
先
人
を
思

う「
心
」
は
大
切
に
し
た
い
も
の

で
す
。

屋
根
付
き
橋
の
あ
る
風
景

　

屋
根
付
き
橋
に
は
保
全
・
継
承

を
し
て
き
た
人
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま

な
思
い
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
た

だ
橋
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
で
は

な
く
、
忘
れ
て
は
い
け
な
い
日
本

の
心
を
映
し
出
そ
う
と
し
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
屋
根
付
き

橋
は
何
も
語
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の

た
た
ず
ま
い
に
多
く
の
人
が
魅
了

さ
れ
て
い
ま
す
―
―
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
完
）

　河内地区の地域づくり担当職員
になって２年目になります。今回
参加して、地域の人が１つのもの
を守っている姿に感動しました。
大工さんの「地域の人に恩返しす
るために参加した」という言葉を
聞いて、見習いたいと思いまし
た。自分も河内地区の人に盆踊り
や芋たき会に誘ってもらって、お
世話になっています。次の修理は
もっと大変だと思うので、参加し
て少しでも貢献したいです。

　今回、息子が初めて参加し、親
子で作業をしました。幸い地域に
職人が多いので、橋を残せていま
す。次の葺き替え作業は 10年後
になりますが、その頃には人が減
り、若い人も少なくなっていると
思います。技術などの継承がもっ
と難しくなるでしょう。息子も地
域を離れるときがくるかもしれま
せんが、最終的には戻ってきて、
一緒に直した橋を守ってほしいと
思います。

　石畳地区の出身ですが、父親の
代から修理の手伝いをしていま
す。地域が違っても、通り道で橋
を見たり、作業に携わると愛着が
湧きます。古い橋を残すことの難
しさは感じますが、地域の人たち
の心がつながっているから残って
いるのだと思います。長い間、少
人数で田丸橋を守ってきた保存会
の大変さを知り、これからは地域
が一つになって屋根付き橋のある
風景を守れたらいいですね。

兵頭和
かずや

也さん（28）＝内子19第１＝

宮岡亮
まこと
さん（24）

　　利
としのり

則さん（51）　＝河内５＝ 上田和
かずし

志さん（46）＝石畳７＝

地域の人とのつながりに感謝 一緒に作業した思い出の橋に 心をつなげて橋を守りたい

　年配の人が多いので、10年後が
どうなるか心配です。若者だけで
は無理なので、先輩たちが元気な
うちに学べることを学ぶ必要があ
ります。そのためにも次の葺き替
えには、多くの若者に手伝ってほ
しいです。先日ある過疎地に行き
ました。人がいなくなると本当に
何も守れなくなります。町に出て
いる跡継ぎのみんなに、地域の良
さと直面している危機を知ってほ
しいと思います。

　屋根が杉皮なので定期的な補修
は絶対に必要。父や祖父もずっと
続けてきた作業です。昔は地域で
共有の山を持っていて、杉皮を作
る作業から始めていました。
　橋の修理も日参まいりも、ずっ
と続けることが大切。１度止めて
しまったら、元に戻すのは難しい
と思います。少しでも足しになれ
ばと思い、記録をたくさん残すよ
うにしています。次の世代を担う
人たちに役立ててほしいです。

　みんなが「ここを守る」という
考えを持っています。強制をしな
くても、これだけの人が集まるの
は素晴らしいと思います。
　次の世代がどう引き継いでいく
かは課題です。町に出た若者たち
も最後は石畳地区に戻ってくれる
と信じますが、私たちが弱ってか
らでは何も教えられない。離れて
いても故郷に心を向けて、地域の
活動があれば戻ってきて、手伝い
ながら学んでほしいと思います。

福本琢
たくや

也さん（34）＝石畳９＝ 岡本實
つぐお

男さん（66）＝石畳９＝ 亀田強
つよし
さん（62）＝石畳９＝

今しか学べないこともある 続けることの大切さ この地域で守っていくために

古きものを守る良き心――
古い橋を守っている人たちの思いには、多くの人が忘れかけている大切な「心」があります。
今回の屋根の葺き替え作業に参加した人たちに、その思いを聞きました。

屋根付き橋のある風景を守る人たち

琢
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